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島根大学では低コストなナノ粒子塗布型 LED を提案

し、p 型特性を示す窒素ドープ ZnO ナノ粒子を n 型 ZnO

薄膜上に塗布した LED 構造において，電流注入により

高密度なホール注入を示す励起子発光が観測されるこ

とを報告してきた[1~3]
 ． 

窒素ドープ ZnO ナノ粒子は亜鉛を減圧空気中でアー

ク放電により蒸発させるガス中蒸発法を用いて生成し

た．この粒子をバインダーと混合し，ガリウムドープ

ZnO(GZO)薄膜上にバーコーター法で塗布し，200～

350 ℃で熱処理した後に直径 0.5 mm の金電極を形成した．図-1 にこのデバイスの発光の様子を示

す．作製したデバイスの I-V 特性はリーク電流が多いものの整流性を示し，順方向電圧約 3 V か

ら紫外線発光が観測できた．図-2 に順方向電圧 4～9 V の時の電流注入による発光スペクトルを示

す．発光スペクトルは中心波長約 380～390 nm のバ

ンド端付近の励起子発光が主体であり，フォトルミ

ネッセンスで励起強度を変化させたときと同様に

電圧の増加とともに半値幅の増大と長波長側への

シフトが見られた． また，発光強度の飽和が見ら

れたが，これは電極部分の発熱の影響と考えられる． 
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図-2 塗布型 LED の EL スペクトル 

 (Vf = 4~9 V). 

 

 
 

図-1 ZnO ナノ粒子塗布型 LED の紫外線

発光の様子. 
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